
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

中3 公民 民主主義と政治参加「模擬裁判をやってみよう」 オクリンクプラス
ピン集計

法に基づいた論理的な思考力や、多面的・多角的な物の見方、自分の意見に
ついて根拠を挙げて表現する

準備：
・共有コードを使用してカードを取得する。

・全体共有用のみんなのボードを1つと、班の数分のみんなのボードを用意する。
・「カード①のまとめ」を班のボードに送る。
・カード①、②、③を子供たちのマイボードに送る。
（カード②はピン集計と選択肢集計のいずれか先生が使いたい方を選ぶ）
授業の流れ：

1. 先生が提示資料①と②を提示し、「事件の状況」「罪の軽重」「刑事責任能力」「判決の妥当性」を
説明する。

2. 各自カード①を開き、Tチャートに弁護側と検察側の意見を整理して入力し、みんなのボードの班の
ボードへ送る。

3. 班になり班のボードを見ながら意見を共有し、代表者が「カード①のまとめ」カードにまとめ全体で発表
する。

4. 各自カード②を開いて被告人Aの判決を考える。有罪と無罪の間で自分が思う判決の位置にピンを
置き（選択肢集計の場合は選択肢を選び）、理由を書いて全体共有用のボードに送る。

5. 先生が全体共有用ボードで集計をして、それぞれの意見を確認して交流する。
6. 各自カード③に模擬裁判を通して裁判員制度について考えたことを入力し、カード①、カード②とつな

げて提出BOXに送る。

• ピン集計を使うことで、無罪、有罪でも「どちらか」ではなく「どちらかといえば」というグラデー
ションをつけて表現することができます。無罪、有罪のいずれかを選ばせたい場合は、選択肢
集計のカードをご使用ください。 pb01KYH95F2932XBSF5GAB713FE6

ICTサポータの活用事例

共有コード

共有コードを入力、または
カメラを起動して
二次元コードを読み込む

授業
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ポイント

「さすがベネッセさん」ポイントは
この色の蛍光ペンでマーキングします

二次元コード

イラスト出典：いらすとや https://www.irasutoya.com/

いらすとや
スマホ：https://www.irasutoya.com/2014/07/blog-post_63.html
スマホを見る男性： https://www.irasutoya.com/2016/04/blog-post_174.html
無罪： https://www.irasutoya.com/2014/10/blog-post_273.html
有罪：https://www.irasutoya.com/2019/06/blog-post_45.html

共有コード発行アカウント：teste11
発行日：2026.7.27
発行者：松原 麻衣
教科：社会
フォルダ名：中3_社会公民_模擬裁判を
やってみよう

提示資料

カード①、カード②の入力例

判例はサポータ自作（井上さん）です。
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株式会社ベネッセコーポレーション

カード一覧

提示資料

カード①～③

「カード①のまとめ」カード
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